
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

挑戦的萌芽研究

2016～2014

メッセージストリームの効率的閲覧のためのユーザインタフェース

User Interface for Efficient Browsing of Message Streams

６０２８３８７６研究者番号：

田島　敬史（Tajima, Keishi）

京都大学・情報学研究科・教授

研究期間：

２６５４０１６３

平成 年 月 日現在２９   ４ ２５

円     2,700,000

研究成果の概要（和文）：単純な重要度順でも逆時間順でもないメッセージストリーム（電子メール，ソーシャ
ルメディアのタイムライン等）の表示形式を用いて，効率的な閲覧を可能とするインタフェースについて研究を
行い，メッセージストリームを各メッセージの性質にもとづいて複数のタブに分けて表示する手法を提案した．
また，そのような複数のタブへの分類のためにメッセージを分類する手法について研究を行い，Ｔｗｉｔｔｅｒ
を例にとって，受信側ユーザ，発信側ユーザのそれぞれの目的によって分類を行ういくつかの手法を提案し，ま
た，そのような分類を自動化するために，受信側ユーザと発信側ユーザのそれぞれの目的を推定する手法を開発
した．

研究成果の概要（英文）：We investigated design of user interface for efficient browsing of message 
streams (e.g., emails and timelines of social media), and proposed an interface that classify 
messages based on some of their properties and shows the messages in multiple tabs, instead of 
simply listing all messages in one stream in reverse-chronological order or in importance order.  In
 order to implement such an interface, we also developed methods of automatically classifying 
messages (particularly tweets in Twitter) into those tabs.  Our methods infer the purpose of the 
user sending the messages and the purpose of the user receiving the messages, and then classify the 
messages based on these results.

研究分野： 情報科学
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１．研究開始当初の背景

現在，電子メール，ニュースページの
見出しリスト，RSS，Twitter，Facebook，
LINEなどの「メッセージストリーム」が
重要な情報源となっている．しかし，大量
のメッセージを受け取るため，全てのメッ
セージを読み切れないユーザが多く，効率
的な閲覧インターフェイスが重要となって
いる．
ここで，メッセージストリームとは以下の

ような特徴を持つデータを指すものとする．

• 時刻印を持つメッセージが不定期に到
着しレポジトリに保存される．

• そのレポジトリにユーザは繰り返し不
定期にアクセスし，必要なメッセージ
を読む．

読み切れない大量のデータがある場合の，
もっとも古典的な対応手法は，重要な順に
ランキングして表示する手法である．その
場合，ユーザは先頭に表示された最も重要
と思われるものから順にデータを走査して
いき，十分な情報が得られた，または，時間
切れとなったところで走査を停止する．こ
のような優先順の表示手法は，検索エンジ
ンの検索結果の表示や通販サイトの商品推
薦の表示などで広く用いられている．
しかし，電子メール，ニュースページの

見出しリスト，Twitter などのメッセージ
ストリームの表示においては，メッセージ
を最新のものから逆時間順に表示するのが
一般的である．これは，最新のものほど重
要である可能性が高いという簡便な近似と
いう面もあるが，もう一つの理由は，ユー
ザがこれらのメッセージストリームを定期
的にアクセスする際に，新しいものから逆
時間順に走査し，前回既に読んだメッセー
ジに達したら，そこから先は既読であると
わかるためである．
メッセージストリムの表示では，このよ

うに時間順という別の順序での表示が重要
な役割を持っているため，古典的な重要度順
の表示という手法が単純には適用できない．

２．研究の目的

そこで，本研究課題では，時間順情報が
重要となるメッセージストリームにおいて，
時間順の情報と重要度情報とを共に考慮し
た表示方式を開発することを目的に研究を
行った．メッセージストリームが重要な情
報源となっている今，このような表示方式
は我々の生産性を大きく向上し社会的意義
が大きいと考えられる．
また，メッセージストリームの時間順に

よる表示は，電子メールにおいて遠い昔よ
り使われており，長い間「当然のもの」と
思われてきた．これまで，他の属性に基づ
くソート，スレッド構造の表示，フォルダ

への分類などの機能の導入はあったが，「時
間順はもっとも重要」という大前提を根底
から変える研究はこれまでにない．しかし，
前述のように時間順表示は，

• 新しいものほど重要という簡便な近似
と，

• 定期的に走査する際の，判定容易な停
止条件の提供

のためのものであり，この二つに代わるも
のを提供できれば，時間順表示は決して必
須ではない．本研究は，このような，多くの
計算機ユーザが長い間，身近に利用し，こ
れまで当然と思って疑問を感じなかったも
のを覆すことも目的としている．
また，重要度の情報と時間順の情報の双

方を考慮した表示形式は，これまで重要度
順が当然と思われてきた応用にも，新しい
可能性を与える．例えば，ユーザがある E-
コマースサイトを定期的に訪れる場合，画
面に表示すべき推薦商品に新着商品が含ま
れるならば，このリストは重要度順の情報
と時間順の情報の双方を持っており，単純
な推薦度順による表示とは異なる表示が考
えうる．また，あるユーザが検索エンジン
上で，同じ検索を時間間隔をあけて複数回
実行した場合なども同様である．

３．研究の方法

このようなメッセージストリームの特徴
として，レポジトリ中のメッセージは時間
の経過およびユーザによるアクセスの繰り
返しとともにいくつかの状態を遷移してい
くという点がある．未読→既読という状態
遷移以外にも，そのメッセージ中の情報の
有効期限が来ているかどうか，メッセージ
の送信側が返信を待っているかどうかなど
の要素も有り，各メッセージは複雑な状態
遷移をしうる．そして，ユーザがレポジト
リ全体あるいは各メッセージに対してどの
ような操作・閲覧を行う必要があるかは，各
メッセージが前述のようなライフサイクル
の中で現在どの状態にあるかに大きく依存
する．例えば，現在レポジトリ中にある未
読メッセージのうち，情報の有効期限が迫っ
ているものだけを閲覧したいという場合や，
現在レポジトリ中にあるメッセージのうち，
送信側が返信を待っている可能性があるも
のだけを未読・既読に関わらず閲覧したい
という場合などが考えられる．
そこで，メッセージストリームへの効率

的な閲覧を支援するには，まず，以下の二
つを明らかにする必要がある．

• レポジトリに保存されている間，各メッ
セージがどのようなライフサイクルを
経るか，また，

• ライフサイクルにおける各状態にある
レポジトリ中のメッセージに対して，



ユーザはどのような種類の閲覧行動を
行うことがあるか．

そこで，まず，メッセージストリームに
おける，各メッセージのライフサイクルと
それにともなうユーザの閲覧行動にどのよ
うなものがあるかを明らかにする．そして，
この分析に基づき，具体的な表示方式の設
計と評価を行う．

４．研究成果

本研究ではメッセージストリームの中で
も近年重要となっているマイクロブログ，そ
の中でも特に現在もっともユーザ数が多い
Twitterのデータに特に注目して研究を行っ
た．まず，上述のように，Twitterにおける
各メッセージがどのようなライフサイクル
を経るか，また各サイクルにあるメッセー
ジに対してどのような閲覧操作をユーザは
行うかについて検討を行った．その結果，
Twitter のタイムラインにおいては，まっ
たく異なるライフサイクルを経る多様な種
類のメッセージが混在しており，そこで，こ
れらのメッセージをその種類に応じて分類
することがまず必要であるという結論に達
し，そのような分類を自動的に行う手法を
開発した．
具体的には，メッセージを，そのメッセー

ジの受信者がどのような目的でそのメッセー
ジの送信者のメッセージストリームを受信
しているのかという「受信者側の目的」に
応じて分類する手法と，そのメッセージの
送信者がどのような目的で情報発信を行っ
ているかという「送信者側の目的」に応じ
て分類する手法とを開発した．
前者の「受信者側の目的」に関しては，あ

るユーザAが他のユーザBのメッセージス
トリームを受信している際に，

1. Bというユーザ自体を重視して受信し
ているか

2. メッセージ内の情報の特定のトピック
を重視して受信しているか

3. 相互コミュニケーションを意図してい
るか

の三つの軸で分類することを提案し，また，
これらの軸に関してユーザ間の参照を自動
的に分類する手法を開発した．
後者の「送信者側の目的」に関しては，そ

の情報発信者が

• 広く一般の人々を対象に情報を発信し
ているのか，それとも，

• 友人や特定の組織のメンバーなど特定
のユーザに情報を発信しているのか

によって分類する手法を開発した．
そして，メッセージストリーム中のメッ

セージを各メッセージの性質にもとづいて

複数のタブに分けて表示し，各タブの中で
は時間順の表示を行うことによって，時間
順の情報も残しながら，特定の種類のメッ
セージのみを閲覧する操作を効率良く行え
るようにする表示手法を開発した．
また，blogなどの複数のメッセージから

なる列が一つの文書（blogの場合で言えば
一つのWeb ページ）として発信される形
態のメッセージストリームに対して本研究
で開発する閲覧インタフェースを実現する
ためには，まず，それらの文書をを各メッ
セージに自動的に分割する技術が必要とな
る．そこで，そのような文書（典型的には
Webページ）をその階層構造に応じて論理
的な単位に分割する技術を開発した．
また，ユーザが限られた数のメッセージ，

例えば一日に 20通しか読む時間がない場
合に，一つづつ到着するメッセージを順に
見ていきながら，与えられたメッセージ数
の制限の範囲内で，もっとも重要と思われ
るものを選んで提示するための手法を開発
した．この時，その日の全てのメッセージ
が到着してから，上位 20通を選ぶのであれ
ば簡単だが，それでは，メッセージの選択
が到着より大幅に遅れてしまい，メッセー
ジストリームのようなリアルタイム性の強
いメディアには不適切である．そこで，後
続の全てのメッセージを見る前に，各メッ
セージの到着時点，あるいは，到着から許
容範囲内であるような遅延の範囲内で，各
メッセージをユーザに提示するかしないか
を決定していくいくつかの手法を開発した．
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